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本年で3回目となる、おみやげ大賞の審査会が10月7日天川村山村開発センターで開催されまし

た。

このイベントは、地場産品の発掘と新たな商品の開発に向け、村民の皆様と一緒に明るい村づく

りをしていくことを目的に7月31日～9月25日まで募集を行いました。

当日は、台風接近に伴い開催が危ぶまれておりましたが、審査会はなんとか無事終え、審査会終

了後に予定しておりました展示会は残念ながら中止となりました。

審査は、もてなし食のアドバイザー倉橋俊郎氏他2人にお越しいただき、村内からはふるさと天川

の会運営協議会会長他2人の計6人で行われました。

集まった作品は、「食品の部9点」「工芸の部12点」「自由課題の部11点」合計32点で、どの作品

もおみやげ大賞にふさわしく審査は難航しました。

グランプリは、3部門の中から工芸部門の川北勤さん（沢谷）の「ストーンアート（石絵）」が選

ばれました。

川北さんのストーンアート（石絵）は、天川の清流で磨かれた小石に、天川に生息している生物

等（魚・沢ガニ・野鳥・草花）を石に描いたもので、自然の素材に芸術をアレンジした作品です。

○天の川もみじまつりで展示即売会開催

尚、本大賞の応募作品の中から11月7日・8日（土・日）の天の川も

みじまつりで天川村おみやげ大賞作品展示即売会を予定しておりますの

で、是非会場へ足をお運び下さい。

おみやげ大賞は、地場産品の発掘と新たな商品の開発に向け、平成

19年度～平成21年度までの3ヵ年の計画で実施いたしました。

今年は3回目の最後の開催となりましたが、工夫を凝らしたすばら

しい商品の発掘ができました。おみやげ大賞にご参加いただいた皆様

どうもありがとうございました。

自由課題の部　最優秀賞
「檜の香りシリーズ」

桑田　雅人さん

グランプリ
ストーンアート（石絵）

川北　勤さん

食品の部　優秀賞
「そば粉ロール」

今西　智子さん
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（食品の部）

※食品の部の最優秀賞は、審査において該当する作品がありませんでした。

（工芸の部）

（自由課題の部）

※自由課題の部の優秀賞は、審査において該当する作品がありませんでした。

認 定 番 号 作　　品　　名 出　品　者　名

最優秀賞 該当なし

優 秀 賞 天食認09第6号 そば粉ロール 今西　智子さん

入　　選 天食認09第3号 シカ肉のしぐれ煮 根来比呂美さん

入　　選 天食認09第5号 天川茶豆大豆味噌 大谷チヨヱさん

入　　選 天食認09第9号 朴の葉鮎寿司 今西　行雄さん

認 定 番 号 作　　品　　名 出　品　者　名

最優秀賞 天工認09第1号 ストーン・アート（石絵） 川北　　勤さん

優 秀 賞 天工認09第8号 南朝人形 阪野　　薫さん

入　　選 天工認09第11号 世界遺産　奥吉野のかおり 村上　育代さん

入　　選 天工認09第10号 ブナの森のやまんば織 平　　恵子さん

入　　選 天工認09第7号 天川瓢箪（ひょうたん） 森　紀美雄さん

認 定 番 号 作　　品　　名 出　品　者　名

最優秀賞 天自認09第1号 檜の香りシリーズ 桑田　雅人さん

優 秀 賞 該当なし

入　　選 天自認09第8号 天川の押し花カード 前田　昭子さん

入　　選 天自認09第10号 天川カレンダー 赤井　君子さん

入　　選 天自認09第9号 森の間伐花台 久保　忠博さん
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20億1,558万8,566円 18億9,172万8,920円 

衛生費 
140,720,626円 
　　（7.44％） 

　商工費 
140,816,541円 
（7.44％） 県支出金 

111,674,556円 
（5.54％） 

繰越金 
108,870,986円 
　　　　（5.40％） 

村債 
108,417,100円 
　　　　（5.38％） 

地方交付税 
1,274,736,000円 
（63.24％） 

村税 
185,129,391円 
（9.19％） 

　土木費 
151,050,783円 
　（7.99％） 

公債費 
401,873,357円 
（21.24％） 

民生費 
269,264,011円 
（14.23%） 

　　　教育費 
173,036,708円 
　　（9.15%） 

　農林水産業費 
154,410,523円 
　（8.16％） 

諸収入 27,489,505円 （1.36％） 
地方消費税交付金 18,596,000円 （0.92％） 
地方譲与税 17,879,000円 （0.89％） 
自動車取得税交付金 8,960,000円 （0.44％） 
財産収入 3,826,075円 （0.19％） 
分担金及び負担金 2,114,700円 （0.11％） 
繰入金 1,850,764円 （0.09％） 
地方特例交付金 1,656,000円 （0.08％） 
利子割交付金 816,000円 （0.04％） 
配当割交付金 521,000円 （0.03％） 
株式等譲渡所得割交付金 147,000円 （0.01％） 
寄附金 0円 （0.00％） 

災害復旧費　0円 （0.00％） 
予　備　費　0円 （0.00％） 

総務費 
306,792,784円 
（16.22％） 

　　　教育費 
173,036,708円 
　　（9.15%） 

民生費 
269,264,011円 
（14.23%） 

歳　入 歳　出 
18億9,172万8,920円 20億1,558万8,566円 

　消防費 
106,097,980円 
　　　（5.61％） 

　　衛生費 
140,720,626円 
　　（7.44％） 

　農林水産業費 
154,410,523円 
　（8.16％） 

　商工費 
140,816,541円 
（7.44％） 

議会費 
42,738,599円 
　　　（2.26％） 

労働費 
2,682,980円（0.14%） 

　土木費 
151,050,783円 
　（7.99％） 

公債費 
401,873,357円 
（21.24％） 

地方交付税 
1,274,736,000円 
（63.24％） 

村税 
185,129,391円 
（9.19％） 

県支出金 
111,674,556円 
（5.54％） 

繰越金 
108,870,986円 
　　　　（5.40％） 

諸支出金 
2,244,028円（0.12％） 

村債 
108,417,100円 
　　　　（5.38％） 

使用料及び手数料 
97,685,610円 
　　　（4.85％） 

国庫支出金 
45,218,879円 
（2.24％） 

決 算 報 告

平成20年度 一般会計決算

歳入　20億1,558万8,566円
歳　　　入 歳入額（円） 構成比

地方交付税 1,274,736,000 （63.24％）

村税 185,129,391 （9.19％）

県支出金 111,674,556 （5.54％）

繰越金 108,870,986 （5.40％）

村債 108,417,100 （5.38％）

使用料及び手数料 97,685,610 （4.85％）

国庫支出金 45,218,879 （2.24％）

諸収入 27,489,505 （1.36％）

地方消費税交付金 18,596,000 （0.92％）

地方譲与税 17,879,000 （0.89％）

自動車取得税交付金 8,960,000 （0.44％）

財産収入 3,826,075 （0.19％）

分担金及び負担金 2,114,700 （0.11％）

繰入金 1,850,764 （0.09％）

地方特例交付金 1,656,000 （0.08％）

利子割交付金 816,000 （0.04％）

配当割交付金 521,000 （0.03％）

株式等譲渡所得割交付金 147,000 （0.01％）

寄附金 0 （0.00％）

合計 2,015,588,566 （100.00％）

平成20年度 一般会計決算

歳入　20億1,558万8,566円
歳　　　出 歳出額（円） 構成比

公債費 401,873,357 （21.24%）

総務費 306,792,784 （16.22%）

民生費 269,264,011 （14.23%）

教育費 173,036,708 （9.15%）

農林水産業費 154,410,523 （8.16%）

土木費 151,050,783 （7.99%）

商工費 140,816,541 （7.44%）

衛生費 140,720,626 （7.44%）

消防費 106,097,980 （5.61%）

議会費 42,738,599 （2.26%）

労働費 2,682,980 （0.14%）

諸支出金 2,244,028 （0.12%）

災害復旧費 0 （0.00%）

予備費 0 （0.00%）

合計 1,891,728,920 （100.00%）

※平成20、21年度の２ヶ年にわたり継続する事業につい
て、平成21年度に予算を繰り越しました。（繰越額：
281,934,000円）

歳出　18億9,172万8,920円歳出　18億9,172万8,920円
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平成20年度決算について、平成21年８月20・21日に監査委員の審査を受け、平成21年９月議会で
報告しました。

監査委員からは、審査に付された書類は、関係法令に準拠して作成されており、かつ、それらの

計数は証書類と符合し正確であるという審査報告とともに、審査の意見として下記のとおり提出が

ありました。

平成20年度天川村各会計歳入歳出決算審査

審査の意見

平成20年度の決算は、地方交付税が地方再生対策費の創設等により、前年度と比較し5.14％、

６２,２９８千円増加しているものの、ここ数年間にわたる地方交付税の減収は村の財政に大

きな影響を与えており、人件費をはじめとする経常経費の削減を行うことで、歳出の抑制に

努めている。

こうした中で、平成20年度は主要な施策として道路、上下水道などの社会資本の整備、高

齢化社会に対応する各種福祉施策の推進、基幹産業である林業振興施策の推進や観光産業の

振興、教育の充実など多様な施策を行っている。

この結果として、一般会計の歳入歳出の決算総額は洞川温泉まちづくり事業の一部完了や

公債費元利償還金の減額等の関係から、前年度と比較して若干減少したものの、収支差引額

は１２３,８５９千円で、実質収支においても１億円近い黒字決算となったことで、平成21年

度は比較的堅調な財政運営を行える状況となっている。

しかしながら、過疎化、高齢化が進み、林業等基幹産業が低迷を続ける中、高齢化対策を

中心とした行政需要の増加に加えて、大型投資事業への村債の発行に伴う公債費の増加をは

じめ、既存施設の維持管理費等の経常経費についても年々増加傾向にあり、長年にわたり整

備してきた道路等公共施設の老朽化等の問題も抱えている。さらに生活環境の整備や学校施

設の整備充実などへの投資的経費も今後予想される。

このため、今後も健全で均衡ある財政運営に取り組んでいくためには、行財政改革を継続

して実施するとともに、更なる事務事業の見直しや施策の点検を行い、優先度に応じた財源

の重点的かつ効果的な活用を図ることで、本年度に策定される「天川村長期総合計画」の実

現に向けたむらづくりを推進されるよう強く望むものである。

平成21年９月２日

天　川　村　長　　柿　坂　彌壽麿　殿

天川村監査委員　　河　北　和　久

天川村監査委員　　阪　谷　　　均
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◎ 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成19年６月に公布され、平成19年度決算か
ら毎年、４つの健全化判断比率と公営企業（簡易水道、下水道事業）については資金不足比率を
算定し、監査委員の審査、議会への報告を経て、公表が義務付けられました。
平成20年度決算について、平成21年９月２日に監査委員の審査を受け、平成21年９月議会で報

告しましたのでこれを公表します。

財政健全化指標の公表

平成20年度決算に基づく財政健全化審査意見書

１．審査の概要
この財政健全化審査は、村長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項並びに公営企業会計における資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類
が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。
２．審査の結果
（１）総合意見
審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項並びに公営企業にお

ける資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成さ
れているものと認められる。

記

（２）個別意見
①　実質公債比率について
平成20年度の実質公債費比率は、13.8％となっており、早期健全化基準の25.0％と比較
すると、これを下回り概ね適正となっている。

②　将来負担比率について
平成20年度の将来負担比率は、105.6％となっており、早期健全化基準の350.0％と比較
すると、これを下回り概ね適正となっている。

（３）是正改善を要する事項
特に指摘すべき事項はない。

天川村長　柿　坂　彌壽麿　殿
審査の結果を上記のとおり報告する。

平成21年９月２日
天川村監査委員　　河　北　和　久
天川村監査委員　　阪　谷　　　均

健　全　化　判　断　比　率 平　成　２０　年　度 早期健全化判断基準
①　実　質　赤　字　比　率 ―― ％ １５．００ ％
②　連 結 実 質 赤 字 比 率 ―― ％ ２０．００ ％
③　実　質　公　債　費　比　率 １３．８● ％ ２５．０● ％
④　将　来　負　担　比　率 １０５．６● ％ ３５０．０● ％

公　営　企　業　会　計　名 資　金　不　足　比　率 早期健全化判断基準
洞川簡易水道事業特別会計 ―― ％ ２０．００ ％
栃尾簡易水道事業特別会計 ―― ％ ２０．００ ％
中央簡易水道事業特別会計 ―― ％ ２０．００ ％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 ―― ％ ２０．００ ％
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高齢者の皆さま、ご長寿おめでとうございます。
９月16日、敬老の日を前に柿坂村長が米寿の方々の家庭を訪問し、村からのお祝いの品をお届け

してご長寿をお祝いしました。
本年、米寿を迎えられる方は（大正10年１月１日から大正10年12月31日生）17人です。戦前戦後

の日本の混乱期を支えてこられた皆さまに敬意を表すると共に、これからも健康に留意されまして
益々ご活躍いただきますよう、又、人生の経験を生かし後輩をご指導下さいますようお願いいたし
ます。
※福井　光子さん（川合）西前　利春さん（北小原）今西　花枝さん（坪内）
井頭ヒサ子さん（坪内）弓場サトヱさん（九尾） 岡下千枝乃さん（九尾）
森　豊ノさん（和田）西村まつ子さん（山西）は不在、体調不良のため訪問できませんでした。

ご長寿おめでとうございます。

茶木　花子さん（洞川） 菊谷キクヱさん（洞川） 橋田　房子さん（洞川）

楠　あさのさん（川合） 高山　五郎さん（中谷） 大山　宏作さん（沢原）

中谷　恒雄さん（坪内） 櫻井スギヱさん（塩野） 赤井　公子さん（沖金）
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９月21日から９月30日まで「交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり」をスローガンに秋の
交通安全運動による各行事が実施されました。
交通安全県民大会では、天川村交通安全協会会長の小屋左近さんが、交通栄誉章「緑十字銅章」

を受賞され、表彰状が授与されました。また、アトラクショ
ンでは奈良県警察交通安全教育サポートチームによる寸劇や
旭堂南海さんによる講談なども行なわれました。
村内の活動としましては天川村交通安全母の会の役員によ

り作成された啓発物品の「アクリルたわし」を街頭指導で配
布させていただきました。また、天川村交通安全協会の皆さ
んを中心に各地域の清掃やカーブミラー点検を実施しまし
た。ご協力いただきました皆様、どうもありがとうございま
した。引き続き交通安全に努めましょう。

秋の交通安全運動が実施されました

平成21年11月9日（月）～平成21年11月15日（日）
統一標語　「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子」

火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取扱いには十分注意しましょう。近年の建物火災による

死者のうち、住宅火災による死者が8割以上を占め、また住宅火災における死者のうち、高齢者層（65歳以

上）が約半数を占めています。日頃から次の事項をこころがけ、火災のない町づくりをしましょう。

住宅防火　いのちを守る　7つのポイント　－3つの習慣・4つの対策－
【3つの習慣】 ○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

【4つの対策】 ○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

○お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

平成21年秋季火災予防運動平成21年秋季火災予防運動

９月18日 交通安全県民大会（表彰） ９月28日　カーブミラー点検９月24日・28日街頭指導

交通安全母の会啓発物品作り
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10月１日付けで、洞川の小西実氏が法務大臣から人権擁護委員に委嘱

されました。

人権擁護委員は、村民の人権相談パートナーです。相談は無料で秘密

は厳守しますので、困ったことがあったらお気軽にご相談ください。

新しく委員になられました小西実様には、地域に密着した人権擁護委

員活動にご尽力いただきますようお願いいたします。

＊人権擁護委員とは？

人間が「命」という平等なものを授かり、生きていく上で、人権は大切に守られていかなければ

なりません。しかし現実には、日常生活のなかで人権をめぐる問題が起きています。また、「人権」

は目に見えるカタチとしてあるものではないので、人権侵害や不当な扱い、虐待などが実際に行な

われていても、なかなか表面化しないケースも多いと思われます。そこで、地域住民の身近な相談

相手として、人権擁護委員が委嘱され、全国の市町村で活躍しています。

地方税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、下記のとおり「市町村税・県税の一斉

滞納整理強化期間」を設定し、県内全市町村と県が協働して、差押等をはじめとする滞納整理に集

中的に取り組むこととしましたのでお知らせします。

期間中は各市町村及び各県税事務所が、滞納者と取引のある金融機関や勤務先等に対し、法律に

基づく財産調査についても集中的に行うこととなります。みなさんのご理解とご協力をお願いしま

す。

実　施　時　期：平成21年11・12月

実　施　団　体：県内全市町村（39団体）及び県

各市町村の取組例：①滞納者に対する差押（預貯金・給料等）の集中実施

②滞納者に対する電話催告・文書催告・訪問催告の集中実施

③市町村と県の不動産合同公売の実施

人権擁護委員の就任について

昨年度に引き続き「市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間」を設定します。

～許しません！滞納～
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＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 日 閉　　　　館　　　　日

2 月 診　　察 診　　察 燃焼

3 火 閉　　館　　日（文化の日）

4 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 資源１

5 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

6 金 診　　察 診　　察 燃焼

7 土 閉　　　　館　　　　日

8 日 閉　　　　館　　　　日

9 月 診　　察 診　　察 燃焼

10 火 診　　察 検 査 日 資源１

11 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

12 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10:30～ 資源２

13 金 診　　察 診　　察 燃焼

14 土 閉　　　　館　　　　日

15 日 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10:30～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10:30～

・ごみ収集　11月の予定表・ごみ収集　11月の予定表
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日 曜日

16 月 診　　察 燃焼

17 火 診　　察 検 査 日 資源１

18 水 診　　察 粗大

19 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10:30～ 不燃

20 金 診　　察 燃焼

21 土 閉　　　　館　　　　日

22 日 閉　　　　館　　　　日

23 月 閉　　館　　日（勤労感謝の日）

24 火 診　　察 検 査 日 燃焼

25 水 診　　察 脳のトレーニング教室 粗大

26 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

27 金 診　　察 燃焼

28 土 閉　　　　館　　　　日

29 日 閉　　　　館　　　　日

30 月 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳のトレーニング教室
歯科健診　13:00～

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10:30～

インフルエンザ
予　防　接　種

インフルエンザ
予　防　接　種

インフルエンザ
予　防　接　種

インフルエンザ
予　防　接　種

インフルエンザ
予　防　接　種

インフルエンザ
予　防　接　種

脳のトレーニング教室
運動機能向上教室10:30～

国保診療所・ほほえみポート天川　国保診療所・ほほえみポート天川　　
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保 健 事 業
の お 知 ら せ

もう乳がん検診は受けられましたか？今月が最終のご案内になります。
天川村に住民票のある40歳以上の女性を対象に乳がん検診を実施しています。
受診の回数は2年に1度とされています（昨年度受診された方は今年度受診することができません）。今

までに乳がん検診を受けたことのない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や
「要精密検査」などの判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。
費用は1,500円の自己負担が必要です。
検診会場は大淀病院となりますが、受付は、ほほえみポート天川内　住民課で行ないます。検診を希望

される場合は11月末日までにお申込み下さい。

奈良県歯科医師会が、8020運動（80歳で20本の歯を残そうという運動）を達成するために、歯の
健康について皆で考える集いを開催します。入場は無料となっておりますので、是非ご参加下さい。

日　時 ：　11月8日（日曜日）12：30～16：00
会　場 ：　下市観光文化センター
内　容 ：　講演会（講師：上田晴三氏、高本恭子氏）、やまと獅子太鼓、歯科

健診、歯科相談、展示会、腹話術ショー、お口の体操ゲーム、スタ
ンプラリー・・・他。

今月は2回の開催を予定しております。お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、ぜひご
参加ください。お待ちしております。

※　参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※　持 ち 物・・・タオル・お茶　など
※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

9月25日から運動機能向上教室が、また10月7日から脳のトレ－ニ
ング教室が始まりました。両教室共に、ご参加いただく皆さんのにぎ

やかな声が響いています。
2つの教室は、平成22年3月まで開催

いたしますので、興味をお持ちの方は、
お気軽に下記までお問い合わせくださ
い。みなさんのご参加を、心よりお待
ちしております。

脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！

うさちゃんくらぶのご案内

乳がん検診のお知らせ《最終》

奈良県歯科保健フェスティバル

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み
10：00～ フェルト布を使っておもちゃ作り

11月12日（木）
12：00

ほほえみポート天川
をしよう♪

不　要

10：30～ みんなでごはんを食べよう！
11月19日（木）

14：00
ほほえみポート天川

～親子でごはんづくりをします～
必　要

▲脳のトレーニング教室

s運動機能向上教室
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高齢者インフルエンザ予防接種（季節性）公費負担制度のご案内
毎年、インフルエンザで命を落とす人は数万人といわれています。感染予防のため、また感染した場合

の重症化防止のために予防接種が効果的とされています。
天川村では、65歳以上の人、また60～64歳の特定疾患を持つ人のインフルエンザ予防接種（季節性）

について、接種費用の一部を公費負担させていただいております。対象となり、接種を希望される人は、
是非この制度をご利用ください。（入院先・施設入所先での接種にもご利用いただくことができます。）

公費負担金額 ：　お1人につき　1,000円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
医療機関では、接種費用から1,000円引いた金額をお支払いただくことになり
ます。

お 申 込 み ：　医療機関宛の文書が必要となります。予診票などを発行させていただきます
ので、接種前に下記までお申し出ください。

＊天川村国保診療所で接種される場合＊
天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人につきましてはすでに1,000円分差し引い
た金額でのご案内となっておりますので、上記手続きは必要ありません。

ご不明な点等がございましたら、お気軽に下記までお問い合わせくださいますようお願いいたします。

現在、インフルエンザが全国的に流行しています。季節性（毎年主に冬季に流行するインフルエンザ）、
新型を問わずインフルエンザの予防は、日頃からの健康づくりが大切です。それと共に感染の拡大を防ぐ
には、私たちひとりひとりの注意が重要です。「うつらない」、そして万一インフルエンザに感染しても
「うつさない」という強い意識を持っていただきますようお願いいたします。

インフルエンザの予防方法
①ウイルスをもらわない、うつさない
・こまめにせっけんで手洗い、うがいする。
・部屋の乾燥を防ぐ。
・外に出るときは、マスクを着用する。
・時々部屋の換気を十分にする。

受診に際しては・・・
・インフルエンザを疑う場合は、必ず受診前に医療機関に
電話連絡をし、医療機関の指示に従って受診してくださ
い。
・また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じ
る場合は、くれぐれも無理をせず、速やかに医師にご相
談ください。

②体に抵抗力をつける
・バランスのとれた食事を3食きちんととる。
・睡眠を十分にとる。
・過度の厚着を避け、適度な運動をする。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　163－9110

ご注意ください！インフルエンザが流行しています！
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定
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さ
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。
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れ
次
の
と
お

り
委
員
長
よ
り
決
算
審
査
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
認
定

第
一
号
「
平
成
二
十
年
度
天
川
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」、

認
定
第
二
号
か
ら
認
定
第
十
一
号
ま
で
の

平
成
二
十
年
度
各
特
別
会
計
「
十
会
計
」

の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

九
月
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
付
託
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。本

委
員
会
は
、
本
会
議
に
設
置
さ
れ
た

後
、
正
副
委
員
長
の
互
選
と
審
査
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
委
員
長
に
は
私
、「
奥
田
」

を
、
副
委
員
長
に
「
弓
場
委
員
」
を
選
出

し
、
審
査
日
九
月
十
四
日
、
十
五
日
の
二

日
間
で
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
審
査
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
審
査
経
過
に
つ
い
て
で
す
が
、

九
月
十
四
日
、
午
前
九
時
よ
り
理
事
者
並

び
に
関
係
課
長
等
の
出
席
の
も
と
、
監
査

委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
等
を
踏
ま
え
、

各
会
計
の
平
成
二
十
年
度
歳
入
歳
出
決
算

事
項
別
明
細
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
、

基
金
の
状
況
、
出
資
金
貸
付
金
の
状
況
等

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
十
五
日
は
、
平
成
二
十
年
度

に
実
施
さ
れ
た
諸
事
業
の
中
か
ら
、
毛
又

橋
橋
梁
架
設
下
部
工
工
事
、
天
川
村
直
売

所
整
備
工
事
、
林
道
殿
野
坪
内
線
改
良
工

事
、
林
道
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事
、
林

道
殿
野
坪
内
線
舗
装
工
事
、
林
道
篭
山
線

崩
土
除
去
作
業
委
託
、
林
道
篭
山
線
仮
設

土
留
工
事
、
村
道
上
塩
野
線
新
設
工
事
、

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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村
道
上
塩
野
線
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
事
を
現
地

視
察
し
、
執
行
状
況
と
そ
の
成
果
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
二
十
年
度
天
川
村
一
般
会

計
決
算
規
模
は
、
歳
入
総
額
で
二，

〇
一

五，

五
八
八
千
円
、
歳
出
総
額
一，

八
九

一，

七
二
九
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
一
二
三，

八
五
九
千
円
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
九
五，

三
二
九
千
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
堅
調
な
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
税
に
お
け
る
収
入

未
済
額
が
一
〇，

〇
〇
〇
千
円
程
発
生
し

て
い
る
。
平
成
十
九
年
度
決
算
と
比
較
し
、

一
定
の
努
力
が
伺
え
る
も
の
の
、
収
入
未

済
に
つ
い
て
は
、
公
平
な
負
担
の
観
点
か

ら
も
、
滞
納
者
の
実
態
を
十
分
把
握
し
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
す
る
厳
正
な
対
処
な

ど
早
期
に
効
率
的
・
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
、
未
収
金
の
解
消
と
新
た
な
収
入
未
済

の
発
生
防
止
に
一
層
努
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
事
業
の
選
択
と

集
中
の
徹
底
を
図
り
、
実
施
し
た
事
業
に

つ
い
て
は
そ
の
効
果
を
し
っ
か
り
検
証

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
も
、
本

年
度
策
定
さ
れ
る
長
期
総
合
計
画
を
着
実

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

次
に
、
平
成
二
十
年
度
の
各
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
会
計
で
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
年
十

月
に
一
部
供
用
開
始
さ
れ
る
、
中
央
簡
易

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
長
期

（
二
十
五
年
間
）
に
亘
り
、
起
債
償
還
に

充
て
る
一
般
会
計
繰
出
金
が
多
額
に
発
生

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
他
の
公
営
企
業
会
計
の
負
担
分
も
あ
わ

せ
て
償
還
計
画
に
基
づ
き
、
財
政
圧
迫
に

な
ら
な
い
よ
う
今
後
の
起
債
発
行
に
留
意

さ
れ
た
い
。

最
後
に
な
り
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
状

況
が
厳
し
く
な
る
中
、
過
疎
化
・
高
齢
化

が
進
み
、
林
業
等
基
幹
産
業
が
低
迷
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
等
も
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
今
後
よ
り
一
層
の
行
財
政

改
革
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
天
川
村
に
住

ん
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
村
づ
く
り

を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
し
、
本

委
員
会
は
平
成
二
十
年
度
天
川
村
一
般
会

計
並
び
に
各
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
案

件
十
一
件
を
、
全
委
員
一
致
で
認
め
る
こ

と
に
決
し
た
こ
と
を
結
論
と
し
、
委
員
長

報
告
と
し
ま
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◆
天
川
村
地
区
集
会
所
及
び
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

▼
旧
天
川
村
立
診
療
所
及
び
同
医
師
住
宅

の
集
会
所
へ
の
転
用
に
伴
う
施
設
の
増

加
と
、
国
土
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
地

番
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
天
川
村
老
人
憩
の
家
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
国
土
調
査
の
成
果
に
基
づ
き
地
番
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
天
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

可
決
事
項

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
出
産
一

時
金
の
額
を
暫
定
的
に
引
き
上
げ
る
こ

と
に
伴
い
、
健
康
保
険
法
施
行
例
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◆
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

▼
一
五
八，

七
四
九
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
二，

四
六
一，

四
五
〇
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
に
つ
い
て

▼
一
三，

四
二
九
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二
八
六，

六
六
七
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い

て
▼
一，

二
二
七
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三，

九
三
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い

て
▼
一
五，

八
六
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二
四
九，

六
七
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
平
成
二
十
一
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

▼
款
項
の
区
分
ご
と
の
補
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
予
算
総
額
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
天
川
村
大
字
洞
川
二
一
七
番
地
　
花
谷

芳
春
氏
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
天
川
村
大
字
九
尾
九
五
番
地
の
一
　
中

村
猛
氏
を
固
定
資
産
審
査
委
員
会
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し

た
。

〜
契
約
の
締
結
他
〜

◆
天
川
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
事

業
に
係
る
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

▼
天
川
小
学
校
に
整
備
す
る
教
育
用
パ
ソ

コ
ン
購
入
に
関
す
る
も
の
で
す
。

最
終
日
（
十
八
日
）
に
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
弓
場
議
員
の
質
問

▼
森
林
整
備
と
林
業
活
性
化
に
つ
い
て

◆
阪
谷
議
員
の
質
問

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
に

つ
い
て

◆
奥
田
議
員
の
質
問

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
対
策
に

つ
い
て

一
般
質
問

同
意
事
項
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国民年金保険料は、税の申告をする時、納めた保険料の全額が社会保険料控除の対象となり

ます。

この社会保険料控除の申告について、平成17年3月に所得税法が改正され、平成21年中に

納めた保険料について社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行う際に、保

険料を支払ったことを証明する書類（領収証書等）の添付等が義務付けられています。

このため、国民年金保険料を納付された方には、社会保険庁から「社会保険料（国民年金保

険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や確定申告を行う時まで大切に保管してく

ださい。

手続きやご不明な点等があれば、控除証明書専用ダイヤル※（10570－070－117〈IP

電話からは103－6700－1130〉）、住民票のある市町村役場の国民年金担当窓口または最

寄りの社会保険事務所まで、お問い合わせください。

※【平成21年11月2日から平成22年3月13日まで設置予定】

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます
～　年末調整や確定申告で添付等が義務付けられています。 ～

奈良社会保険事務局運営課・天川村

■ 奈 良 社 会 保 険 事 務 所　10742－35－1370 〒630－8512 奈良市芝辻町4－9－4

■ 大和高田社会保険事務所　10745－22－3531 〒635－8531 大和高田市幸町5－11

■ 奈良社会保険事務局桜井事務所　10744－42－0033 〒633－8501 桜井市谷88－1

社会保険庁ホームページ　http：//www.sia.go.jp/

送　付　時　期

平成21年１月１日から9月
30日の間に保険料を納付さ 平成21年11月上旬
れた方

平成21年11月上旬の送付対
象とならなかった方で、
10月1日から12月31日まで

平成22年　2月上旬

の間に初めて納付された方



新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
、
今

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
も
増
え
続
け
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
し
た

人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
、
そ
の

ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
っ
て
、
そ
れ
を
他
の

人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
た
人
の
手
に
つ
い
た
ウ
イ

ル
ス
が
、
物
を
介
し
て
他
の
人
の
手
に
付

着
し
て
、
そ
の
手
で
鼻
や
口
を
さ
わ
る
こ

と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

感
染
し
て
か
ら
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間

は
一
〜
四
日
で
す
。
症
状
は
、
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

突
然
の
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
、
咳
、
の

ど
の
痛
み
、
鼻
水
、
寒
気
、
頭
痛
、
関
節

痛
、
全
身
の
だ
る
さ
、
時
に
下
痢
や
お
う

吐
な
ど
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
も
、

季
節
性
の
も
の
と
同
じ
く
、
早
く
に
タ
ミ

フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
と
い
っ
た
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
を
服
用
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
改
善
し

ま
す
。

た
だ
し
、
喘
息
な
ど
の
呼
吸
器
の
病
気

や
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
糖
尿
病
、
ス
テ

ロ
イ
ド
の
よ
う
な
免
疫
力
が
低
下
す
る
薬

を
服
用
し
て
い
る
な
ど
、
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
の
ほ
か
、
妊
婦
、
乳
幼
児
、
高
齢
者

は
肺
炎
や
脳
症
な
ど
重
症
化
し
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

呼
吸
が
速
い
、
息
が
苦
し
そ
う
、
顔
色

が
悪
い
、
話
し
か
け
て
も
反
応
が
悪
い
、

け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症
状
は
、
重
症

化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

予
防
と
し
て
は
、
う
が
い
、
手
洗
い
の

励
行
、
人
込
み
を
避
け
る
、
睡
眠
を
充
分

に
と
っ
て
体
調
を
整
え
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

と
に
か
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
症
状
が
出
れ
ば
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
、
必
ず
事
前

に
電
話
で
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。奈

良
県
医
師
会

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ

い
て
、
人
権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員
が
下
記
の
と
お
り
無

料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時：

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
五
日

（
日
）
か
ら
同
月
二
十
一
日
（
土
）

（
平
日
）
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

七
時
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

▼
対
象：

奈
良
県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員：

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
（
人

権
擁
護
委
員
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」

▼
電
話
番
号
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間

1
〇
五
七
〇
―
〇
七
〇
―
八
一
〇

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

県
土
の
環
境
保
全
を
目
的
に
、
不
法
投

棄
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
」

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間：

平
成
二
十
一
年
十
一
月
九

日
（
月
）
〜
十
五
日
（
日
）「
不
法
投
棄

ゼ
ロ
作
戦
強
化
週
間
」

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
な
内
容

不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
推
進
大
会
の
開
催

▼
日
時：

十
一
月
十
三
日
（
金
）
午
後
一

時
か
ら

▼
場
所：

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
　
小
ホ

ー
ル
（
近
鉄
郡
山
駅
か
ら
徒
歩
七
分
）

▼
概
要：

①
事
例
発
表
（
市
町
村
・
市
民
団
体
）

②
講
演
　
仮
題
「
お
得
で
豊
か
な
エ
コ

ラ
イ
フ
」

③
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

奈
良
県
景
観
環
境
局
廃
棄
物
対
策
課
内

奈
良
県
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

1
〇
七
四
二
―
二
七
―
八
七
四
八

『
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
　
労
働
者
も
』

県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
及
び
そ
の

事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
奈
良
県
最
低
賃
金
が
、

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
奈
良
県
最
低
賃
金
時
間
額：

六
七
九
円

▼
効
力
発
生
年
月
日：

平
成
二
十
一
年
十

月
十
七
日

特
定
最
低
賃
金
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

年
齢
・
業
務
に
よ
り
適
用
除
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
、
奈
良
労
働
局
又
は
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

◎
奈
良
労
働
局
賃
金
室

（
1
〇
七
四
二
―
三
二
―
〇
二
〇
六
）

◎
奈
良
労
働
基
準
監
督
署

（
1
〇
七
四
二
―
二
三
―
〇
四
三
五
）

◎
葛
城
労
働
基
準
監
督
署

（
1
〇
七
四
五
―
五
二
―
五
八
九
一
）

◎
桜
井
労
働
基
準
監
督
署

（
1
〇
七
四
四
―
四
二
―
六
九
〇
一
）

◎
大
淀
労
働
基
準
監
督
署

（
1
〇
七
四
七
―
五
二
―
〇
二
六
一
）

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健

康
相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検

査
等
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

十
一
月
十
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形

外
科
部
会
）

十
一
月
十
七
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三

時

「
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
」

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

奈
良
県
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が
行

な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ



予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科

部
会
）

十
一
月
十
七
日
予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神

経
科
部
会
）

十
一
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
三
時
〜

四
時

予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
一
階

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八

木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
‐
八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
四
―
二
三
―
七
七
九
六

※
こ
ん
な
消
火
器
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

で
下
さ
い
。

◇
本
体
容
器
に
は
く
離
、
腐
食
、
使
用
に

耐
え
な
い
変
形
、
鋭
い
キ
ズ
が
あ
る
も

の
。

◇
蓋(

キ
ャ
ッ
プ
）
に
光
沢
が
な
く
な
り
、

シ
ワ
、
ス
ジ
、
表
面
に
ボ
ツ
ボ
ツ
が
で

き
た
も
の
や
メ
ッ
キ
が
は
が
れ
、
そ
の

跡
に
白
い
結
晶
が
で
き
た
も
の
。

こ
ん
な
消
火
器
は
、
普
通
の
ゴ
ミ
と
し

て
出
し
た
り
、
軒
下
・
空
き
地
・
そ
の
他

屋
外
に
放
置
し
な
い
で
下
さ
い
。
ま
た
、

む
や
み
に
放
出
し
な
い
で
下
さ
い
。
消
火

器
は
非
常
に
高
い
圧
力
で
消
火
薬
剤
を
噴

出
し
ま
す
。
従
っ
て
、
錆
び
た
消
火
器
や

変
形
・
キ
ズ
の
あ
る
も
の
は
、
そ
の
部
分

が
圧
力
に
耐
え
ら
れ
ず
、
破
裂
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
が
ケ
ガ
な
ど

し
な
い
よ
う
、
ま
た
他
の
人
が
不
用
意
に

取
り
扱
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」

○
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
よ
り
、
全
て

の
一
般
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

○
設
置
場
所
は
、
寝
室
の
天
井
や
壁
、
ま

た
階
段
の
上
部
な
ど
で
す
。

※
悪
質
訪
問
販
売
や
悪
質
な
点
検
に
ご
注

意
下
さ
い
。

最
近
、
悪
質
な
消
火
器
や
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
訪
問
販
売
・
訪
問
点
検
に
よ
る

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
の
巧
み
な
口
調
で
、
不
当
に

高
額
な
価
格
で
販
売
し
た
り
、
不
適
切
な

点
検
を
行
い
高
額
な
金
額
を
請
求
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
法
や
刑
事
・
民
事
上
の
違
反

を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
係
る
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
を
未
然
に
防
止
さ
れ
ま
す

よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

■
消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
に
関

す
る
お
問
合
せ
は
、
中
吉
野
広
域
消
防

組
合
（
天
川
出
張
所
）
1
六
三
―
〇
二
九

九
ま
で

去
る
八
月
二
十
日
、
横
浜
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
第
三
十
八
回
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
に
、
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
か

ら
二
人
の
消
防
士
が
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
は
、
全
国
の

消
防
職
員
が
日
頃
の
救
助
訓
練
の
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
各
地
方

か
ら
選
抜
さ
れ
た
、
約
千
人
の
消
防
職
員

が
、
各
種
目
に
つ
い
て
所
要
時
間
と
確
実

性
を
競
い
ま
す
。

奈
良
県
代
表
と
し
て
、
二
人
一
組
で
協

力
し
て
ロ
ー
プ
を
十
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

ま
で
登
る
競
技
、「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の

部
」
に
消
防
士
小
林
賢
人
（
二
十
六
）、

消
防
士
山
h
祥
弘
（
二
十
四
）
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

◎
出
場
隊
員
コ
メ
ン
ト

「
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
私
達
に
と

っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
救
助

訓
練
で
培
っ
た
技
術
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

現
場
で
活
か
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
そ

う
コ
メ
ン
ト
す
る
二
人
は
、
さ
ら
な
る
技

術
向
上
を
目
指
し
て
、
日
々
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。

九
月
二
十
六
日(

土)

午
後
七
時
よ
り
天
川

村
立
資
料
館
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
の
ぼ
の
』

に
お
い
て
、
京
都
で
活
動
さ
れ
て
い
る
満

月
堂
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

18

お し ら せ

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

天
川
出
張
所
か
ら
お
知
ら
せ

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
出
場

『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
の
ぼ
の
』
で
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（左）小林賢人（こばやしよしひと）
（右）山h祥弘（やざききよしひろ）

村民の方や観光客のみなさん コンサート



こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
洞
川
ほ
の
ぼ
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
村
民
の
方
や
観
光

客
の
人
で
会
場
の
ホ
ー
ル
も
満
杯
と
な
り
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
懐
か
し
い
七
十

年
代
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
満
喫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
満
月
堂
さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
川
北
雄
一
郎
さ
ん
の
父
（
川

北
勤
さ
ん
）
は
、
本
村
洞
川
の
出
身
で
、

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
あ
た
り
、
ご

協
力
を
い
た
た
ぎ
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
（
金
）、
天
川
村
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
一
階
住
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
三
回
農
業
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
。

▼
会
議
の
内
容

一
、
農
地
法
第
３
条
許
可
申
請
審
査

二
、
農
地
法
の
改
正
事
項
に
つ
い
て

三
、
電
気
防
護
柵
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

▼
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

他
県
に
お
い
て
電
気
柵
で
の
感
電
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

電
気
防
護
柵
を
使
っ
て
い
る
方
、
使
わ

れ
る
方
は
充
分
注
意
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
電
気
柵
の
電
気
を
家
庭
用
交

流
電
源
か
ら
供
給
す
る
場
合
は
、
直
接

つ
な
げ
な
い
で
必
ず
電
気
柵
用
電
源
装

置
を
使
っ
て
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

産
業
建
設
課
内
　
天
川
村
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で

1
六
三
―
〇
三
二
一
（
内
線
一
三
三
）
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平
成
二
十
一
年
度
第
三
回
農
業
委

員
会
開
催

善　意　銀　行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

今　西　主　計 様

（亡母　今西あさゑさんの

供養として）

ありがとうございました

1

2

3

4

「
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！
」

全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で
特
別
手
配
し
て

い
る
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
被
疑
者
三
人
を
は
じ

め
、
約
一
五
〇
〇
人
に
上
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強
盗
等
の
凶
悪

事
件
や
窃
盗
、
詐
欺
事
件
な
ど
に
関
し
て
手
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び

犯
行
を
繰
り
返
す

お
そ
れ
が
あ
る
の

で
、
早
期
に
検
挙

し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

十
一
月
中
に
全

国
警
察
の
総
力
を

挙
げ
て
追
跡
捜
査

を
行
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協

力
が
是
非
と
も
必

要
で
す
。

些
細
な
情
報
で

も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報

し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

中
吉
野
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
い
合
わ
せ
先：

中
吉
野
警
察
署

1
五
三
―
〇
一
一
〇



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 36.16トン
前月比 53.98％
前年同月比 90.84％

不燃 3.13トン
前月比 51.74％
前年同月比 122.27％

資源 9.46トン
前月比 87.11％
前年同月比 95.83％

粗大 3.00トン
前月比 122.45％
前年同月比 277.78％

9月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）
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広
報
 

平
成

21年
10月

31日
発
行
　
通
巻
393号

村のうごき

人
口

1,824人
（
＋
３
）

2009年
９
月
30日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女961人
（
±
０
）

男863人
（
＋
３
）

世
帯
数

768戸
（
＋
１
）

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

天川小学校１･２年生と一緒に４グループに分かれて身近な材料を使った楽器作りをしました。

交流会では、自分のイメージする楽器に必要な材料を一生懸命集める姿や、小学生や幼稚園児が一緒になっ

て手伝ったり、教えあったり、楽しそうに話をする姿が終始見られました。

楽器が出来上がると、１人１人が自分の楽器をみんなに紹介し、工夫したところなどを発表しました。その後、

みんなで音楽にあわせて楽器を鳴らして遊びました。子ども達１人１人の豊かな発想に驚かされた交流会でした。


